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研究成果の概要（和文）：痛みを伴わない非侵襲性の経皮デリバリーシステムが、従来の注射に変わる薬物投与
法として注目されている。本研究では、簡便で高効率な経皮吸収を可能にする新たな経皮デリバリー技術、
Solid-in-oil(S/O)ナノ分散化技術を開発した。このS/O技術を用いると、これまで経皮吸収が困難であったペプ
チドやタンパク質が、皮膚から吸収されることが明らかになった。この浸透技術を利用することで、がん、花粉
症、インフルエンザさらにはマラリアの経皮ワクチンが創製可能となり、注射と同程度のワクチン効果（抗体産
生）が得られることが、動物試験によって確認された。

研究成果の概要（英文）：Non-invasive, painless transdermal delivery systems are attracting attention
 as an alternative drug administration method to conventional injections. In this study, we have 
developed a new transdermal delivery technology, called solid-in-oil (S/O) nano-dispersion 
technology, which enables simple and efficient transdermal delivery of biopharmaceutics. Using this 
S/O technology, peptides and proteins that have been difficult to deliver transdermally can now be 
delivered through the skin. Animal studies have confirmed that transdermal vaccines for cancer, hay 
fever, influenza, and malaria can be created by using this permeation technology, and that the 
vaccine effect (antibody production) is comparable to that of injections.

研究分野： バイオ機能応用およびバイオプロセス工学関連

キーワード： 経皮ワクチン　DDS　経皮吸収　薬物キャリア　ナノ粒子　経皮免疫　花粉症ワクチン　イオン液体

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発したＳ/Ｏ技術によって、通常は経皮浸透が困難なワクチン抗原を、針を使わずに非侵襲的に投与
が可能となった。このため、先端恐怖症の患者や注射の痛みを嫌がる小児に対しても、簡便かつ安全にワクチン
投与を行うことができる。このような経皮吸収型のワクチンシールは、投与の際に医療従事者を必要としないた
め、病院に行かなくとも自己投与が可能である。さらに、医療従事者が十分でない発展途上国におけるワクチン
供与、緊急時の大規模接種が可能となる等、感染症対策における新たなワクチン投与法として期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
経皮免疫法とは、ウイルスなどの抗原を皮膚から投与し、体内の抗原特異的な免疫力を増強・

記憶させ、以後その病気にかかりにくくする“塗り薬型のワクチン療法”である。これまでの成
果によって、ワクチンは特定感染症に対する最も有効かつ経済的な予防策であることが認識さ
れている。しかしながら、ワクチン投与は、これまで注射によってのみ行われている。 
 その最大の障壁は、表皮最外層の角層によるバリア機能にある。角質層（厚さ約 15μm）は死
細胞から成る疎水性の高い多層膜で、外因性物質の皮膚浸透において最も高いバリア能を示す。
一方で、ワクチンに用いられる抗原は、そのほとんどがタンパク質などの親水性高分子であるた
め、角層の通過は困難であることが知られていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、生体分子の油状
ナノ分散化技術Solid-in-Oil（S/O
技術）を利用し、今まで注射でしか
投与できなかったワクチンを、塗
り薬あるいは貼り薬として投与で
きる“経皮吸収製剤型のワクチン
（経皮免疫システム）”を創製する
ことにある。 
我々はこれまでに、 S/O 技術を
利用してバイオ医薬品の皮膚浸透
性の向上に成功したので、この技
術を利用して高効率な経皮免疫シ
ステムを構築し、人類の健康と福
祉に貢献することを目的とする。        図 1 研究の目的と戦略 
 
３．研究の方法 
[ ① 研究方法 ] 
■本研究期間内に何を明らかにするのか 
本研究では油状ナノ分散化技術

による経皮ワクチンの成果をさら
に発展させ、実利用可能なシステ
ムの創製を目指した。具体的には、
①経皮がん免疫療法と②花粉症等
の経皮アレルギー減感作療法への
応用という２つの目標を掲げ、こ
れまで行ってきたモデル抗原タン
パク質による研究から、より実際
の免疫治療に近い形での評価を行
った。さらに、適切な経皮吸収促進
剤や免疫賦活剤（アジュバント）等
の添加を行い、より高いワクチン
効果の産生に挑戦し、本システム
が臨床応用可能なレベルにあるか
を検証した。            図２ 本研究期間に行う実験計画 
①経皮がん免疫療法 
 皮膚がんの一種であるメラノーマ（B16F10 細胞）を用い、抗原にはメラノーマ特異的に発現
する tyrosinase related protein-2（TRP-2）のペプチド抗原（配列：SVYDFFVWL）を選択した。CpG 
ODN や R-848 等のアジュバント等を添加した TRP-2 封入 S/O 製剤を、メラノーマ移植前（予防）
あるいは移植後（治療）のマウス耳介に塗布することで免疫化を行い、腫瘍成長の抑制や延命効
果を評価した。また B16F10 細胞は転移性であることから、本免疫システムが、がんの転移抑制
にも効果があるかどうかを検証した。 
②経皮アレルギー減感作ワクチン療法 
 日本国民の 4 人に 1 人が罹患しているとの報告があるスギ花粉症を対象として、経皮ワクチ
ンによる治療効果を評価した。抗原タンパク質の一部分を使用する「T 細胞エピトープペプチド」
を用いた免疫療法は、重篤な副作用を引き起こさず、治療期間の短縮を見込める治療法として期
待される。本研究では、スギ抗原由来のヒト T 細胞エピトープペプチド（7crp）を用い、ペプチ
ドサイズと徐放性や皮膚浸透性との関連を調べ、スギ花粉症モデルマウスを作製し、アジュバン
ト添加の効果などを検証した。 



 

 

③モデル抗原から実抗原への展開（インフルエンザとマラリアワクチン） 

 臨床試験への橋渡しについては、上記のがんや花粉症ペプチド療法では、経皮ワクチンにつ
いて研究期間内に早期の臨床試験実施の見通しを立てることは困難であったが、九州大学臨床
センター(ARO)と KM バイオロジクス（旧化血研）の協力で、ヒト用に実用化されているインフ
ルエンザワクチンを提供いただいた。そこで本研究では、インフルエンザに対する S/O 製剤の
可能性を検討し、ワクチン効果を小動物（マウス）を用いて確認した。さらに、本研究で得られ
た知見を利用し、マラリアワクチンの経皮製剤化を、鹿児島大学との共同研究によって実施し、
そのワクチン効果も検討した。 
 

４．研究成果 
[ ① 本研究課題による研究成果 ] 
 
（１）がん免疫療法への応用 
 以前の検討では、モデルのがん抗原（OVA）と、OVA 抗原を人為的に提示させたがん細胞を

用いて、本 S/O 製剤のがんワクチンとしての有効性を示した［Hirakawa et al., Med. Chem. Comm., 
6, 1387, 2015］。そこで本基盤 S においては、実用化に近いがん抗原として、メラノーマ（悪性度

の高い皮膚がんの一種）由来の TRP-2 ペプチドを用いた。TRP-2 はヒト・マウスに共通した抗原

であり、本研究の目標である臨床応用に向けた実証実験に適した抗原である。 
このような自然発生の抗原（自己抗原）は、外来抗原である OVA と比較して免疫反応を誘起し

にくいことが知られている。そこで抗原ペプチドの改変（具体的には親水性配列を導入し皮膚浸

透性を高めた K-TRP-2: KKKG-SVYDFFVWL の利用）を行うとともに、使用する界面活性剤の

種類や構成比、免疫賦活剤の種類の観点から S/O 製剤の最適化を行い、マウス皮膚に対して約

10%の K-TRP-2 抗原を体内に送達できる S/O 製剤化に成功した（従来 OVA 抗原の送達量は数%程
度であった）。 

この製剤を用いて C57BL/6N マウスに一週間おきに計 2 回の免疫化を行った後、メラノーマ
（B16F10 細胞）の皮下移植を行った。その結果、未処置群のマウスと比較して有意な腫瘍成長
の抑制が認められた (図 3A)。注目すべきことに、半数程度のマウスにおいて、がんが生着しな
い「腫瘍拒絶」が見られ、S/O 製剤による腫瘍抑制効果や延命効果は、皮下注射により免疫化を
行ったマウスよりも高いことが分かった (図 3B)。さらに肺転移性も有意に抑制した（図 3C）。
以上のように、本 S/O 製剤が実がんに対しても高い抗腫瘍効果を示すことが明らかとなった
［Wakabayashi et al., Mol. Pharm., 15, 955, 2018］。これらのメカニズムについて免疫学的解析を行
った結果、免疫賦活剤と S/O との併用により、皮膚中の免疫細胞が、抗原を効率的に捕捉し活性
化されること (図 3D)、それにより抗原特異的な障害活性を持つ免疫細胞が産生されること (図
3E) により、がんの予防と治療を可能としていることが確認された [Wakabayashi et al., ACS 
Biomater. Sci. Eng., 5, 2297, 2019]。 
 

 
図 3 (A-C) S/O 製剤を用いたメラノーマに対するがん免疫. (A) 腫瘍抑制効果, (B) 延命効果, および (C) 
転移抑制効果. N = 5, mean ± SE, *p < 0.05, **p < 0.01. (D, E) S/O製剤を用いたがん免疫メカニズムの検
証. (D) リンパ節に遊走したがん抗原を捕食した抗原提示細胞 (図中○印). (E) がん抗原特異的な細胞障害
性. N = 3. 
 



 

 

さらに抗原の経皮吸収を促進させるために、経皮吸収促進効果を持つイオン液体 (IL) の利用
を検討した。生体材料由来であるコリンカチオンと種々の脂肪酸アニオンからなる IL を合成し
たところ、コリンとオレイン酸からなる[Cho][C18:1]が高い経皮吸収促進効果と細胞適合性を併
せ持つ (図 4A) ことが明らかとなった [Tahara et al., Mol. Pharm., 17, 3845, 2020]。 
また、がん免疫療法においては、細胞性免疫を活性化する必要があり、免疫細胞への抗原と免
疫賦活剤の同時作用が重要となる。この観点から、S/O粒子と免疫賦活剤を内包したエマルショ
ン製剤の開発を行い、現在認可を受けているエマルション製剤と比較しても、有意に高い抗体産
生と抗がん活性を示すことが示された (図 4B)。このエマルション製剤は、医薬品添加物のみか
ら構成されるため、新たなワクチン製剤としての実利用が期待される [Tahara et al., Biomaterials, 
282, 121385, 2022]。 
 

図 4 (A) ILによる抗原ペプチドの経皮吸収促進効果. N = 3, ***p < 0.001. (B) S/O粒子内包エマルション製
剤による抗原特異的抗体産生 (n = 5–6, ***p < 0.001, ****p < 0.0001) と腫瘍抑制効果 (n = 6–8, *p < 0.05). 
 
 
（２）経皮アレルギー減感作療法のための経皮ペプチドワクチン 

 これまでの研究で、スギ花粉症の治療に効果があると報告のあった 7個のヒト T 細胞エピト
ープ配列を混ぜて S/O 製剤化したものや、1 本のペプチドとして連結させて S/O 製剤化したも
のが、皮膚から効率よく浸透し、アレルギー免疫療法に有効であることを報告した。 
今回、さらに対象を絞り、1 種類のスギ花粉アレルゲン由来の T 細胞エピトープ (PepA) を S/O
製剤化して検討を行った。まず、緑色蛍光色素のフルオレセインで標識した PepA を用い、S/O
製剤を調製した。In vitro でマウス皮膚へ投与した結果、この蛍光標識 PepA がマウスの角層を
通り抜けて表皮に浸透していることが、蛍光顕微鏡観察により明らかとなった。 
 
さらに、同じマウス皮膚の共焦点顕微鏡画像では、ペプチドが角層細胞の細胞間隙を通って深
部へと浸透している状態が観察された (図 5-1)。即時型アレルギー (I型アレルギー) 疾患では、
免疫グロブリン E (IgE) がアレルギー反応に関与しており、症状の強い患者ほど血中の IgE 値
が高く検出される傾向にある。そのため、血中 IgE値は疾患の指標として広く用いられている。
スギ花粉抽出液を用いてスギ花粉 I 型アレルギーを発症させたモデルマウスに、このエピトー
プペプチドを内包する S/O 製剤を経皮投与したところ、同じペプチドの PBS溶液を皮下注射し
た場合に比べてより効率よく血中 IgE 値の減少を引き起こすことが確認され(図 5-2)、スギ花粉
症の治療への応用が待たれる。［Higashijima et al., Membrane., 46(4), 226-232, 2021］。 

 
 
 

 

 
図 5-1 Solid-in-oil 製剤を投与したマウス皮膚の共焦点
レーザー顕微鏡画像．緑色蛍光標識ペプチド (PepA) 
と赤色蛍光標識界面活性剤(Rho-DOPE) を用い、S/O
を調製し、マウス皮膚に 4時間投与した。どちらの蛍
光も細胞間隙で観察された。 

図 5-2 Solid-i-oil 製剤を 3 週間投与後の花粉
症モデルマウス血中の抗原特異的 IgE値．比
較として、同じペプチドワクチンの PBS溶液
を皮下注射により投与（PepA Injection）、ま
たは経皮投与（PepA PBS）した。データは平
均値 ± SEM (n=6) を示す。*p < 0.05 



 

 

（３）インフルエンザのワクチン開発 

季節性インフルエンザは世界中で流行を繰り返しており、年間死亡者数は世界で25～50万人、
日本で約 1 万人と推計されている。特に 5 歳以下の乳幼児ではインフルエンザ脳症を発症する
可能性もあり、ワクチンによる予防が強く望まれる。そこで今回、インフルエンザワクチンとし
て使用されるヘマグルチニンを、S/O 経皮製剤化した。 
ヘマグルチニンは 1 分子あたり 60 kDa の 3量体タンパク質であり、熱安定性が低いことが知
られている。S/O 製剤を調製する際に、タンパク質の安定化剤として使用されるトレハロース、
マンニトール、または、グリセロールを同時に内包させて調製し、ヘマグルチニンの PBS溶液
への放出率を比較した。その結果、トレハロースを含む S/O 製剤からのヘマグルチニン放出性
が最も高く、PBS 溶液に放出後もヘマグルチニンが最も安定に存在する可能性が示された (図
6-1B)。 
さらに、免疫賦活剤としてイミキモドを含むヘマグルチニン S/O 製剤を、除毛したマウス背部
に 24時間ずつ 3回ワクチン投与したところ、血中のヘマグルチニン特異的な免疫グロブリン G 
(IgG) 抗体値が上昇することが確認され (図 6-2)、S/O 製剤が経皮インフルエンザワクチンとし
て有望であることが示唆された。 

 

（４）マラリアの経皮ワクチン開発 

 三日熱マラリア原虫(Plasmodium vivax)のワクチンの候補抗原である Pvs25(図 7A)を S/O 製剤
化し、経皮投与による免疫誘導について検討した。まず、カイコ-バキュロウイルスタンパク質
発現系を用いて Pvs25を調製し、S/O 製剤
を作成した結果、粒径 200 nm 以下の安定
な S/O ナノ粒子を得ることに成功した(図
7B)。 
豚皮膚を用いた in vitro 経皮浸透性試験
の結果、Pvs25 水溶液では皮膚への浸透が
全く見られなかったのに対して、S/O 製剤
では、皮膚内部への浸透を確認した。 
さらに、この S/O 製剤を BALB/c マウス
に経皮投与し、Pvs25 に対する抗体産生を
評価した結果、アジュバントを添加した注
射投与群に匹敵する抗体価が得られた。ま
た、注射投与群では 18 日目以降の抗体価
が徐々に低下した一方、S/O 製剤による投
与群では免疫後 46 日まで抗体価が上昇す
る結果が得られ、経皮投与による長期的な
免疫機能の刺激が起きていることが示唆
された。これらの結果より、S/O 製剤の安
全かつ、効果的なマラリアワクチンの投与
法としての利用可能性が示された。 
 

 

 

図 6-1 Solid-in-oil 製剤の S/O 製剤化．(A) 粒子径分布, 
(B) S/O製剤から PBS溶液へのヘマグルチニン放出率 

図 6-2 マウス血中のヘマグルチニン (HA) 
特異的 IgG値の推移． 

図 7 経皮マラリアワクチンの S/O 製剤化 (A) 
経皮マラリアワクチン候補抗原 Pvs25, (B)Pvs25
の S/O 製剤の外観ならびに DLS測定結果 
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油状ワクチン製剤による抗原の経皮デリバリーと免疫メカニズム

油状ワクチン製剤における経皮デリバリーの向上

生体材料由来イオン液体を利用した抗原ペプチドの経皮デリバリー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第43回日本香粧品学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回日本DDS学会学術集会

田原義朗, 森田佳歩, M. R. Chowdhury, 若林里衣, 神谷典穂, 後藤雅宏

若林里衣, 河野秀俊, 田原義朗, 神谷典穂, 後藤雅宏

阿部弓依, 田原義朗, 若林里衣, 神谷典穂, 後藤雅宏

後藤雅宏、小坂秀斗、中田孝広、上田太郎、松岡信也

第34回日本DDS学会学術集会

第34回日本DDS学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

生体分子由来イオン液体を利用した DDS の現状

Solid-in-Oil 化経皮製剤によるがんの免疫治療効果

経口ワクチン開発におけるSolid-in-Oil製剤からの抗原放出制御

生体高分子の経皮促進キャリアとしての逆ミセル

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本膜学会第40年会

第６回予防早期医療創成ワークショップ（招待講演）

薬剤学会第32年会（招待講演）

小坂秀斗, 桜木優人, 若林里衣, 田原義朗, 神谷典穂, 後藤雅宏

後藤雅宏

後藤雅宏

後藤雅宏、桜木優人、若林里衣、神谷典穂

日本膜学会第３９回年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

抗原ペプチドの油状ナノキャリアを用いた悪性メラノーマの経皮免疫治療

注射に変わる痛みのない非侵襲性経皮ワクチンの創製

油状可溶化型のS/Oナノ粒子を用いた経皮ワクチンの開発

抗原ペプチドの油状型ナノキャリアを利用した経皮がんワクチンの創製



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

徳島地区化学工学懇話会記念講演会（招待講演）

第54回化学関連支部合同九州大会

第33回日本DDS学会学術集会

 ３．学会等名

山田 愛子 若林 里衣 田原 義朗 神谷 典穂 後藤雅宏

若林里衣、桜木優人、田原義朗、神谷典穂、後藤雅宏

 ２．発表標題

 ２．発表標題

後藤雅宏、福田繭、宮地伸英

後藤雅宏

第42回日本香粧品学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

アミノ酸を経皮吸収促進剤として利用したS/O経皮ワクチンの開発

Solid-in-Oil 化技術を用いたメラノーマに対する経皮ワクチンの開発

ペプチド脂質の自己組織化能を利用した新規ゲル基材の調製とその経皮吸収特性

大学発の創薬ベンチャー起業―その魅力と課題―

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Kyushu University Educational Innovation Symposium

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回日本DDS学会学術集会

田原義朗, 河野秀俊, 若林里衣, 神谷典穂, 後藤雅宏

山田 愛子 若林 里衣 田原 義朗 神谷 典穂 後藤雅宏

Q. Kong, M. Kitaoka, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

Q. Kong, M. Kitaoka, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

第33回日本DDS学会

第33回日本DDS学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

抗原タンパク質封入Solid-in-Oilによる経皮デリバリーと免疫システム

S/O経皮ワクチンにおけるアミノ酸の経皮吸収促進効果

Development of a transcutaneous pollinosis immunotherapy using Solid-in-Oil nanodispersions

Development of a transcutaneous immunotherapy of pollinosis using solid-in-oil nanodispersions

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ACB 2017（招待講演）（国際学会）

APCChE 2017（招待講演）（国際学会）

第11回バイオ関連化学シンポジウム

Masahiro Goto

Masahiro Goto

田原義朗, 若林里衣, 北岡桃子, 神谷典穂, 後藤雅宏

河野秀俊、田原義朗、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

第11回バイオ関連化学シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Transdermal cancer vaccine by Solid-in-Oil(S/O) nanodispersions

Cancer vaccine by transcutaneous antigen-peptide delivery using solid-in-oil technique

Solid-in-Oil化技術を利用した生体高分子の経皮デリバリー

抗原タンパク質の油状ナノ粒子化(S/O)技術を利用した経皮がんワクチンの創製



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第49回秋季大会

第8回イオン液体討論会

The 30th International Symposium on Chemical Engineering

 ３．学会等名

田原義朗, 荒木祥太, 森田佳歩, 若林里衣, 神谷典穂, 後藤雅宏

Aiko Yamada, Rie Wakabayashi, Yoshiro Tahara, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田原義朗, 若林里衣, 北岡桃子, 神谷典穂, 後藤雅宏

山田 愛子 若林 里衣 田原 義朗 神谷 典穂 後藤雅宏

化学工学会第49回秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

イオン液体を用いた経皮ドラッグデリバリーシステム

Solid-in-Oil nanodispersion with an amino acid as a permeation enhancer for transcutaneous vaccine

生体高分子の油中ナノ分散化技術を利用した経皮デリバリーと経皮免疫

アミノ酸添加S/O製剤を利用した経皮ワクチンの開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第20回化学工学会学生発表会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

九州大学学術研究都市セミナーin東京2017（招待講演）

後藤雅宏

後藤雅宏

Masahiro Goto

森田佳歩、田原義朗、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

第35回コロイド・界面技術シンポジウム（招待講演）

10th ARS 2018（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

注射不要の未来への挑戦―バイオ医薬品の皮膚透過を可能にする次世代経皮吸収技術―

薬物の皮膚への高浸透を可能にする次世代コロイド技術―

Novel Cancer Vaccine by Transcutaneous Drug Delivery System Using Solid-in-Oil Nano Carrier

生体材料由来イオン液体を用いた経皮ワクチン製剤の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第81年会

化学工学会第83年会

日本膜学会第38回年会

田原義朗, 森田佳歩, 荒木祥太, 若林里衣, 神谷典穂, 後藤雅宏

阿部弓依、田原義朗、後藤雅宏

後藤雅宏、桜木優人、若林里衣、神谷典穂

Masahiro Goto

ICES Seminar（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イオン液体を用いた経皮ワクチンの開発

経口投与におけるS/O製剤からの抗原徐放とワクチン開発

油状可溶化型のナノキャリアを利用した経皮がんワクチンの創製

Cancer Immunotherapy by Transdermal Drug Delivery Systems Using Nano Coating Drug Carrier



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第32回 日本DDS学会学術集会

第32回 日本DDS学会学術集会

International Colloid & Surfaces Symposium in Asia（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

河野秀俊、桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

Masahiro Goto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

荒木祥太、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

第32回日本DDS学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

抗原タンパク質のSolid-in-Oil化技術を用いた経皮がんワクチンの創製

Challenge of Commercialization of Surfactant-Coating Nano Capsules Invented in University

イオン液体の経皮浸透促進効果を利用した経皮免疫化

Solid-in-Oil化経皮製剤による抗腫瘍免疫の誘導

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Asian Federation of Biotechnology(AFOB) Summer Forum（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Biotechnology and Bioengineering（招待講演）（国際学会）

Masahiro Goto

岡篤志、北岡桃子、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

河野秀俊、桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

Masahiro Goto

第53回化学関連支部合同九州大会

第53回化学関連支部合同九州大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Challenge of Commercialization of Transdermal Drug Delivery Systems Invented in University

CpGをアジュバントとして用いた花粉症経皮免疫療法

抗原タンパク質の油状ナノ分散化による経皮がんワクチンの創製

Commercialization of Nano-capsules for Transdermal Drug Delivery Systems

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

化学工学会第48回秋季大会

化学工学会第48回秋季大会

化学工学会第48回秋季大会

Qingliang Kong, Momoko Kitaoka, Rie Wakabayashi, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

岡篤志、北岡桃子、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

河野秀俊、桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

第10回 バイオ関連化学シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Transdermal pollinosis immunotherapy by Solid-in-Oil nanodispersions,

CpGをアジュバントとして利用した経皮花粉症免疫療法の開発

油状ナノ分散化技術を用いた抗原タンパク質による経皮がんワクチンの創製

抗原ペプチドの油状ナノ分散化技術を用いた低侵襲性がんワクチンの創製



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 22nd  symposium of Young Asian Biological Engineers’ Community（国際学会）

The 22nd  symposium of Young Asian Biological Engineers’ Community（国際学会）

The 22nd  symposium of Young Asian Biological Engineers’ Community（国際学会）

 ３．学会等名

Qingliang Kong, Momoko Kitaoka, Rie Wakabayashi, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

M. Sakuragi, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

A.Oka, M.Kitaoka, R.Wakabayashi, N.Kamiya, M.Goto

H. Kouno, M. Sakuragi, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

The 22nd  symposium of Young Asian Biological Engineers’ Community（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Development of Transcutaneous Pollinosis Immunotherapy by Solid-in-Oil technology

The melanoma prevention by transcutaneous peptide delivery using Solid-in-Oil technique

Transcutaneous immunotherapy of Japanese ceder pollinosis with CpG as an adjuvant

Development of transcutaneous cancer vaccine by Solid-in-Oil technology

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 29th International Symposium on Chemical Engineering（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIChE 2016 annual meeting（招待講演）（国際学会）

Masahiro Goto

後藤雅宏

後藤雅宏

M. Sakuragi, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

文部科学省ナノテクプラットフォームセミナー（招待講演）

QBファンド第２回技術交流会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Solid-in-Oil (S/O) Nanodispersions for Transdermal Cancer Immunotherapy

ナノ粒子の実用化例―創薬技術から生まれた高浸透化粧品―

次世代の経皮吸収技術が拓く未来―ビジネス展開の可能性とその課題―

Solid-in-oil nanodispersions for transcutaneous cancer vaccine by induction of antitumor immunity against melanoma

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 29th International Symposium on Chemical Engineering（国際学会）

The 29th International Symposium on Chemical Engineering（国際学会）

The 29th International Symposium on Chemical Engineering（国際学会）

Qingliang Kong, Momoko Kitaoka, Rie Wakabayashi, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

A.Oka, M.Kitaoka, R.Wakabayashi, N.Kamiya, M.Goto

H. Kouno, M. Sakuragi, R. Wakabayashi, N. Kamiya, M. Goto

河野秀俊、桜木優人、若林里衣、神谷典穂、後藤雅宏

第22回流動化・粒子プロセッシングシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of a transcutaneous immunotherapy for Japanese Cedar Pollinosis using Solid-in-Oil nanodispersions

Transcutaneous immunotherapy of Japanese ceder pollinosis using CpG as an adjuvant

Development of transcutaneous cancer vaccine by oil based nano dispersion technique

タンパク質製剤の油状ナノ粒子化(S/O)技術を利用した経皮がんワクチンの創製



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

9th AFOB Regional Symposium（国際学会）

9th AFOB Regional Symposium（招待講演）（国際学会）

化学工学会 第82年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masahiro Goto

Qingliang Kong, Momoko Kitaoka, Rie Wakabayashi, Yoshinori Kawabe, Masamichi Kamihira, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

後藤雅宏

Qingliang Kong, Momoko Kitaoka, Rie Wakabayashi, Noriho Kamiya, Masahiro Goto

第６回予防早期医療創成ワークショップ（招待講演）

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Cancer immunotherapy by Oil-Based Nano Carrier

Transcutaneous pollinosis immunotherapy by using Solid-in-Oil technology

注射に変わる痛みのない非侵襲性経皮ワクチンの創製―花粉症の減感作治療を例としてー

Transcutaneous immunotherapy for pollinosis using Solid-in-Oil Nanodispersion

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

〔図書〕　計6件

2019年

2018年

316

455

Elsevier Ed.

Royal Society of Chemistry

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

A. Vijaya Bhaskar Reddy, M. Moniruzzaman and M. Goto

M. Moniruzzaman, H. Mahmood, Masahiro Goto

 ５．総ページ数
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